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（白書本文第 1 章参照） 

2021 年は「読書（仕事、勉強などを除く娯楽としての）」（3,700 万人）が前年より参加人口を 50 万

人増やし初の首位となった。2020 年に首位であった「動画鑑賞（レンタル、配信を含む）」は 210
万人減少し 2 位となった。「国内観光旅行（避暑、避寒、温泉など）」「ドライブ」などの遠方への

移動を伴う種目は、前年に引き続き順位と参加人口が低下した。一方で、4 位の「外食（日常的な

ものは除く）」、5 位の「ウォーキング」など、4 種目は参加人口が減少したものの順位が上昇し

た。上位 20 種目中 7 種目が前年の参加人口を上回ったが、いずれも、100 万人以下の増加とな

っている。 

図表 1 余暇活動の参加人口上位 20種目（2020年～2021年） 

（注 1）2021年の網かけは前年に比べ順位の上昇、参加人口の増加があったことを示す。 

１ 2021年の余暇活動 

在宅レジャーが引き続き上位、旅行は減少 



（白書本文第 2 章参照） 

2021 年の余暇市場は 55 兆 7,600 億円となり、前年比 1.0％増加した。コロナ禍で前年に大きく

落ち込んだ市場は、多くの分野で復調傾向にあるが、さらに落ち込む分野もあり、トータルでは

若干のプラスにとどまった。コロナ前の 2019 年比では 77.1％の水準である。 

 スポーツ部門（前年比 10.7％増）は、前年コロナ禍で落ち込んだスポーツ施設・スクール、スポ

ーツ観戦、スポーツ用品が復調した。特にスポーツ観戦とフィットネスクラブの伸びが目立つ。

前年も伸びたゴルフ練習場はさらに拡大した。逆に、健康的な移動手段として注目をあびたスポ

ーツ自転車が反動減となった。 

 趣味・創作部門（前年比 2.7％増）は、コロナ禍前から堅調であったコンテンツ配信（有料動画配

信サービス、音楽配信、電子出版）が引き続き伸びた。前年にコロナ禍で大ダメージを受けた音楽会

（コンサート）、演劇、映画は回復基調に転じた。CD、ビデオソフト、雑誌、テレビは落ちた。 

 娯楽部門（前年比 0.1％減）は、ネット販売が堅調な公営競技が大きく伸長。同じくネット販売

でスポーツ振興くじが伸びた。ゲームセンターは復調したが、オンライン・ソーシャルゲームは

横ばい、テレビゲーム・ゲームソフトは微減。外食も微減だが、喫茶店・酒場・バー等とカラオ

ケボックスは大きな落ち込みが続いた。 

 観光・行楽部門（前年比 0.4％増）は、遊園地・レジャーランドがやや復調し、ホテルも増加に
転じたがコロナ前の規模には遠い。旅行業のダメージが大きい。鉄道、バス、航空も前年ほどで
はないが、落ち込みが続いた。水際対策により海外旅行とインバウンド観光は消失した。その中
で、二輪車の堅調が続いた。 

図表 2 余暇市場の推移 

（注1） 市場規模の推計値は過去に遡って見直しをおこなっており、過去に発表したトレンドと異なる場合がある。 
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２  2021 年の余暇市場動向  

スポーツ部門復調、コンテンツ配信も続伸 



 

 

 

 

（白書本文第 1 章参照） 

一人当たり平均参加種目数は 2019 年から 2020 年にかけて 12.3 種目から 9.9 種目へと 2.4 種

目の大幅減となったが、2021 年も前年比 0.2 種目減少の 9.7 種目となり、回復の傾向は見られ

ない。スポーツ部門と趣味・創作部門がそれぞれ 0.1種目の減少、他 3種目は前年と同種目数と

なった。 

性・年代別一人当たり平均参加種目数を前年と比較すると、男性では前年比 0.2種目減、女性

は前年比 0.1種目減となった。その結果、2021年は男女とも 9.7種目となった。 

男女それぞれにおいて年代別にみると、多くの年代で前年からの変化はわずかとなっている。

その中で比較的減少が大きいのは、男性では 60 代の 1.4 種目減、女性では 20 代の 1.2 種目減、

70代の 1.1種目減である。 

 

図表 3（イ）一人当たり平均参加種目数の部門別推移 

 
（注 1）四捨五入しているため、部門別種目の合計が全体種目数と一致しない場合がある。 

 

図表 3（ロ）性・年代別一人当たり平均参加種目数の推移 
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３ 一人当たり平均参加種目数の推移 

前年と同程度の参加種目数、回復は見られず 



 
（白書特別調査参照） 

「レジャー白書」では 15～79 歳を対象とした余暇活動の参加実態調査を行っているが、高齢

化に伴い、多くのレジャー産業において高齢者の参加が課題となっている。そこで今回、80歳以

上の余暇活動の参加状況を把握するため、従来の調査とあわせて、80～89歳を対象とした調査を

行った。 

80～89 歳の参加率上位は、65～79 歳と似た傾向を見せた。「ウォーキング」「園芸、庭いじ

り」「読書（仕事、勉強などを除く娯楽としての）」など、自宅あるいは場所を選ばない種目が上位に

並んでいる。特に「ウォーキング」「園芸、庭いじり」は、80～89歳、65～79歳のどちらでも参

加率が約 50％となった。80～89歳は「国内観光旅行（避暑、避寒、温泉など）」が 65～79歳と比べ

やや低い順位となった一方で、「体操（器具を使わないもの）」「ドライブ」「ピクニック、ハイキ

ング、野外散歩」「ウィンドウショッピング（見て歩きなど娯楽としての）」が高くなった。男女別

で 65～79歳と異なる点をみると、男性は「体操（器具を使わないもの）」「日曜大工」「写真の制

作」「ピクニック、ハイキング、野外散歩」が高い一方で、「国内観光旅行（避暑、避寒、温泉な

ど）」がやや低い。女性は「ウィンドウショッピング（見て歩きなど娯楽としての）」が 10位以内に

入った一方で、「宝くじ」が圏外となった。 

図表 4 高齢者の余暇活動参加率上位 10位 

（注 1）同率の場合は枠線を外して示す。 

４ 80 代・高齢者の余暇活動参加状況 

約半数が｢ウォーキング｣｢園芸、庭いじり｣に参加 
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	娯楽部門（前年比0.1％減）は、ネット販売が堅調な公営競技が大きく伸長。同じくネット販売でスポーツ振興くじが伸びた。ゲームセンターは復調したが、オンライン・ソーシャルゲームは横ばい、テレビゲーム・ゲームソフトは微減。外食も微減だが、喫茶店・酒場・バー等とカラオケボックスは大きな落ち込みが続いた。
	観光・行楽部門（前年比0.4％増）は、遊園地・レジャーランドがやや復調し、ホテルも増加に転じたがコロナ前の規模には遠い。旅行業のダメージが大きい。鉄道、バス、航空も前年ほどではないが、落ち込みが続いた。水際対策により海外旅行とインバウンド観光は消失した。その中で、二輪車の堅調が続いた。

